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新型 起 震 車 の 概 要

|。 はじめに

災害に強い都市づくりの施策として，地域

住民の防災行動力を鳥めることが重要な課題

となっています。

そのため，東京消防庁では，昭和52年から

起震車による地震体験や震災時の初動訓練な

どを都民に対して行ってきたが，さらに多く

の 体 験 希 望 者 の 要 望 に 応 え て い く た め
，

新 し　

い 模 擬 消 火 装 置
，

視 聴 覚 装 置 等 を 備 え た 起 震

車を製作したので，その概要を紹介します。

2｡ 車両の概要

（1）　車体の外槻

車体は，４トントラックのシャシをベー

スに，ボデーは流線型のー体格造としてぎ

装されています。

また，従来の車両よりざん新なものとす

るため，車体全体をスマートなものとする

とともに，ボデーのデザインとしては，外

側面は，ブルーを基訓として，首祁東京の

シルエットと関東大地震の地震波を描いた

ものとなっています。

（2） 主要諸元

主要諸元は表１のとおりです。

3｡ 主要装置

主要装置の配置は，図１に示すとおりであ

ります。車両中央部に地震体験室と模擬消火
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東 京 消 防庁

装備部管理課

写 真 １　 起 震 車 全 景

写真２　中央部地震体験室
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写真 ３　模 擬消火 装置
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表 １　主 要 諸 元

ン

ヤ

ン

関

係

型　　　　　　 式

令　　　　　 長

全　　　　　 幅

全　　　　　 高

ホ イ ル ベ ー ス

車 両 総 重 量

乗　 車　 定　 員

P －FK4

6,500mm

2,270mm

3,275�

3,750mm

約7,茹0�

3 名

エ

ン

ジ

ン

関

係

型　　　　　　 式

種　　　　　　種

総　 排　 気　 量

最　高　出　力

最大トルク

6 D16 （う

水冷直列（

7､545cc

185ps/2,8
（ネット ）

50.0kyf－
（ゎ 門､ ）

そ

の

他

トランスミッション

燃料･タ　ン　ク

タ　　　イ　　　ヤ

５速マニj

130 g （軽

7.50－16-

N ０.24199 】(春季)

Ｐ－FK417F

6,500mm

2,270�

3,275�

3,750mm

約蹈100�f

3 名

引 ）16（ デ ィ ーゼ ル）

水冷 吐 列 ６気 筒

7､545cc

185p ｓ/2,800rl ）ｍ
（ ネ ッ ト ）

50.0�f －ｍ/1,700 ｒpnl
（ わ

門､
）

５辿マ ニュアル

130 g （傑油）

7.50－16 －14PＲ

ケＲコンロ
ニ

装置等を設置し，車両後部には指導広報用視

聴覚装置，器材庫，発動発電機等が設置され

ています。

写真４　発動発電機

抖.声川 ７､匕一 力一　 兒 鈞 皃収 代

図 １　 主 要 装 置 の 配 置
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写真５　視 聴覚装置及び各種 装置の操作盤

（1）　地震体験室の自動開閉扉

地震体験室の前面は，上下２分割式の扉

で，これは油圧シリンダーによって自動的

に開閉されるようになっています。下方に

開いた扉は地震体験賞前の舞台となり，左

側に階段を取り付けると地震体験者が昇降

できるようになります。また,上方に開いた

扉は,地震体験室のひさしとなり，ひさしの

下部には，地震の震度や防災ニュースなど

が衣示できる発光ダイオードを使用した電

光式表示装置が取り付けられています。

（2） 起震装置

起震装置の主要部は，地震体験賞の床下

に組み込まれていて可変速度モーター，

振助変換機構及び制ぎよ盤で構成されてい

ます。

今川製作した起震車では，従来のものと

異なり床而のみが水平動と上下動するよう

になってい ます。

起震装置の操作部には，関東大震災をは

じめとする８種類の地震波と，震度７まで

の標準震度階の地震波がセットされてい

て，これらを任意に選択して再現させるこ

とができます。

（3）　模擬消火装置

地震体験室の壁面には，約80㎝角の映像

装置がはめ込まれています。これは発光ダ

イオードで構成されていて，操作部から電

気信号を人力することにより，任意の動的

映像を再現することができます。

この装置は，起震装置と辿動していて，

図３に示すように炎と煙が順次拡大する映

像が現われます。これに向ってノズル先端

から超音波を発射する訓練用消火器を使い

模擬的に放水操作を行い，超音波が映像面

の炎下部に装概されている超音波受信機に

的中すると,映像而の炎が逐次小さくなり。

「消火成功」と表示されます。

また，的中しなかった場合には，炎が拡

人して「消火失敗」，「避難」等の表示が出

るようになっています。

（4）　地震発生時及び火災発生時の初動訓練

装置

地震発生時の初動訓練用として，地震体

験室の壁面近くにガスコンロが設備されて

図 ２　模擬消火装置

(壁而に超膏波を発射する消火器 ノズルを向ける)
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５ ６

引 身を守れ ！ 無し

３ 火災発生　消火
煙と 炎の組み

４ 火災発生　消火

！
５ １火 災 発 生　 消 火

６　消火失敗・避難
煙 と炎の組 み煙 と炎の組 みで回

｢特

図３　模擬消火装置の映像

おり，床面等が揺れている状態でガス栓を

占める訓練を行うことができます。

また，火災発生時の初動訓練用として，

周洲の者に火災発生を知らせる声の音圧を

デジタル表示する大声測定装置を備えてい

ますＯ

N ０.21 199H 春季） －29 －

（5)発動発電機

車両後部には，起震装置駆動用及び照明

装置，ＡＶ 機器川等の電源として発動発電

機が積載されています。この発動発竃機は

出力１２ＫＶＡ の容 量があって，交流 ３相

200Vと単相100Vが出せるようになってい

ます。

従来の起震車では，走行用エ ンジンの

ＰＴＯ で発電機を駆動していたため，エン

ジンの騒音が視聴覚装雌の活用に支障をき

たしていました。今回の製作車両では。防

音対策を十分に施したぎ装となっており。

良好な改善効果が得られています。

(6) 指導広報川視聴覚装置

ＡＶ 機器等を活川して防災知識の指捧を

行うことは効果的であることから，大型カ

ラーテレビ，レーザーデスクプレーヤー。

ビデオテープレコーダーに音響装置及び増

幅器等が積載されています。

また，起震装置と連動して，震度階及び

再現地震の説明を自動的に行うナレーショ

ン装置等も備えています。

（7）　ワードプロセッサー及びラミネーター

防災意識の高揚をはかる目的で，ワード

プロセッサー，ラミネーター等を使い，起

震車で地震体験した者に体験証を発行する

ことなどもできるようになっています。
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